




















































防衛に対して重要な役割をもっζ とを認めた国家防衛教育法 (National Edu-Defense 
， 
Act)が成立するととに左る。 ζ の法律は、その目的を「合衆国の安全は青年男女の精cation 
:1'宅
、
.， . ν 、
神的資源と技術的技能の完全な発達を必要とするととを、連邦議会はと ζに認め、宣言する。現在の














と「高等教育法JAct) Education Secondary and 等教育法J( E 1 eme n t a r y B ~ 
崎i
? ?Ac t)によって地
Ac t) が成立する。との「初等・中等教育法」のタイトノレ I~は「低
所得者家庭出身の子どもたちの密集している地域の教育機関への財政援助Jが明らかにされている。
また 1964年に成立した「経済機会法J( Ec 0 nomi c Opportunity 












































全体的にみると、 ζれらの教育対策の底K流れているのは、， 、‘・.r・・ ‘.・.
られた「教育をいちだんと体制に密着化して、体制強化のための人材育成をより効率的に行な沿うと
する、いわゆるマンパワー・ポリシ-V(もとづいた教育改革J(4)人的資源を効率よく育成するための









(5) 断きれる。ある種の疑似学歴偏重社会になりつつある J と、ンルパーマンが述べているように、高等
学校や大学、それも普通課程の高校、伝統的な名門大学の卒業証書を得るために、勉強せざるを得な
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ための教育援助計画Kついてみていきたい。
多くの教育活動は、補償教育プログラムと呼ばれ、近年の教育運動のなかで顕著念もののーっとし





















.r ct ， 
教育のすべてのレペルで何らかの教育援助が行われたが、就学前補償教育の取り組みであるヘッド
， 



















z e 1s 1 9 6 5) 0 1)剥奪された子どもたちと中間層の子どもとの差は、その種類のそれではな























(1 ~ . a. 1d".L ..A- 1 J.. 1 _，._4> L. ..J.. 1. ~~ ~ -l:. u.. ld'.....J-.Ll. ~ ~~ ..J..~ー(15)ように念つえ。しかし、ベトナム戦争のために十分な予算か得られず そのためKフ窓口-. 
スルー・プログラムは当初の目的であった「子どもたちへの奉仕Jから「何が有効かを見出すとと」
(16) へと変更を余儀念くされたとハント(J • McV. Hu n t )は述べている。 との拡張について、同
じくハントは「ヘッド・スタ}ト計画Kょっごて刺激された補償教育の技術の革新が、今や、フ才ロー
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れは、アップワード・バウンド・プログラム (Upward Bound Program)と呼ばれているも
ので、大学入学前K訓練を行い、大学入学後の学習K必要とされる技能、習慣、態度念養うものであ
る。 ζのプログラムも画一的なものではなく、多様性をもっている。高校卒業後大学入学する者の数

























































ポート (Westinghouse Report)である。 ζの結果はヘッド・スター ト・プログラムに衝撃
， 
?? ?
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研究は多くの研究者Kよって行われている (Lessler & Fox 1969，0手er & Mil-
gram 1967， Ziglar & Butterfield 1968， Hyman & Kliman 1967， 


























家庭と学校のかけ橋となる(w 01 ma n 1 969 )、また、補償プログラムの最もみのりのある成果は、
恵まれない子どもたちの全家庭環境、親の態度の変化である (WeiKart & Lambie 1968) 
などと評価されて凶る(他にKlau8& Gray 1968， Gord on 1968， Mc Carthy 1969 
ヘッド ・スター いプログラム@拡張として、さ らJて年齢の低い子どもを対象とした親子センター
設立に尽力したノ、ントは、「貧関家庭の観たちが他のすへての親たちと同じように自分の子どもκ対
しでもっている愛情と関心とを利用して、専門家の指導に助けられながら、子どものコンピテンスの
焼を促進する ζ とを計画準備するよう時たちを動幾つけようとした J(300 実際、定期的K参加し
た親は進歩をみせるが、か左りの割合の親は限られた参加しかしていないという。
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彼らが公正と考える法を尊重する気持を養う ζ ともできず、 また、一般の人々がもっている要求に関
心をもっ機会もな〈、基本的に誠実であるという習慣さえも身につける機会がほとんど左い」ωとい
、、.、、、苛、


















































































1 954 )からプラウデン・レポ}Report Leaviug 一・リーヴィング・レポ}ト(Early 






































ついて重要な効果をもっている(W i s em a n' 1 9 6 8 )ζ とを前提Kしてプログラムを組織している。
a11972) 
との関係は実際KどのようK作用しているのかわからないJ色ゆが、「もし環境が真κ平等念らば、
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コールマン(J . S• C 0 1 e ma n )も機会平等の概念は混乱しているとしている。すなわち、学校






(5~ る子ども〉の平等なのかというととである。 さらにζのような考えの基礎には、公教育が子ども• 
，?，???
たちが小さい頃から直面している環境からくるハンディキャップを取り除くととができるという前提
























































































現在、学校教育が果たしている社会=経済的念役割を無視して補償教育を確立しようと J~な b は
単左る貧困層の家庭の子どもたちへの学力対策、就職対策的左教育として終らせるととKもなる。し
かし、補償教育の中Kは現代の学校教育体制をのタ越えるものを含み得る ζ とを無視してはいけな
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